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　もっと気楽に、気軽にアートに楽しんで
もらえる場ができないだろうか？そんな
時、誰かがグッドアイデアを思いつきまし
た。「アートとカフェは相性がよい！」
　すると快く相談にのってくれたのがコー
ヒー製造販売の株式会社大和屋（高崎市）
です。ＮＰＯ法人工房あかね（高崎市）は
同社と二十年来のお付き合い。高崎市筑
縄町にある本店で作品の展示販売会を続け
てきました。そのご縁が新たなコラボレー
ションにつながり、県庁 32 階の同社のカ
フェ「ＹＡＭＡＴＯＹＡ　ＣＯＦＦＥＥ
32」で、期間限定「アーツ & カフェ」が
始まりました。
　明るいフロアには、県内３つの団体・ア
シスト前橋、チャイルドホープ上小鳥、Ｎ
ＰＯ法人工房あかねの、さまざまな色が重
なりあう絵画や立体作品を展示。そして大
和屋特製オリジナル「こ・ふぁんブレンド」
コーヒーのカップには、９人のアーティス
トたちの作品をデザインしたカバー「コー
ヒースリーブ」を取り付けました。さらに
オリジナルのコーヒーカードも制作。
　多くの人たちとのつながりによって、「福
祉」の枠を取り払い、さらなる広がりを生
み出していくことを感じたイベントでし
た。今後は「アーツ＆カフェ」をさらに広
げると同時に「アーツ＆〇〇」の楽しい企
画を考えていきます。

　各地域のアート活動の輪も広げていこうという取り組みも始
まっています。吾妻地域での障害者アート活動に関係する団体・
機関・個人をつなぐ機会づくり、アート支援に携わる人材育成な
どを視野に入れ、長野原町北軽井沢の「ルオムの森」でペイントワー
クショップを開催しました。
 キャンバスは、地元北軽井沢産のカラマツを利用した板、そして
近隣の牧場から提供された牧草ロール。森の中に横たわる巨大な
キャンバスに子どもも大人も大喜び。ローラーやハケを手に、身
体を大きく動かして、時間を忘れて思い切りペインティングを楽
しみました。
 また、２日目の 22 日は、ドラムサークルワークショップも開催。
みんなで輪になって世界の打楽器を打ち鳴らし、他の人との共鳴
や一体感を楽しみました。

　12 月３～９日は「障害者週間」。絵画を通してより多くの人に知る機
会、接点を持ってもらいたいと、たくさんの親子連れでにぎわうぐんま
こどもの国の敷地内にあるぐんまこどもの国児童会館で作品を展示しま
した。参加したのは、東毛地区の障害者支援事業所や個人。初めて展示
に応募した事業所もあり、出会いの場、発表の場として大きな機会につ
ながりました。
　会期中の 12 月２日には、ドラムサークルのワークショップも開催。
訪れた親子連れが楽しそうに打楽器を叩き、リズムにのって楽しみまし
た。

明るく開放的なカフェには、コーヒースリーブやカードに採用した原画など
アーティストたちの絵画が展示されました。さわやかなコーヒーの香りとアー
トを楽しみつつ、落ち着いた空間でほっとひといき。やっぱりアートとカフェ
は相性がいいですね

９人の作品がデザインされたカッ
プカバー「コーヒースリーブ」。好
みのデザインを選べます。お揃い
のコーヒーカードも人気を集めま
した。会期中「こ・ふぁんブレンド」
は 158 杯を販売。コーヒーの売上
の一部は、アーティストへ還元さ
れました。

スリーブのデザイン

この日のために特別にブレンドされた「こ・ふぁんブレンド」コーヒー。

晩秋のひんやりした空気の中、紅葉の
森に包まれながら、みんなで思い思
いにペインティング。最初はおっかな
びっくりだった子たちも、次第に大胆
に、元気に。どんどん筆づかいが自由
になっていきました。

音を出せば、みんなともだち。瞬時に
心がひとつに。タイミングを合わせた
り、ずらしたり。ニコニコ顔で叩きま
くりましたね。

東毛地区７団体からの応募があり、45 作品が展示されました。
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想像の域

を超えた大胆な色づか

いやタッチが魅力です。

作品の感性を大事にしな

がら、個性あふれるブレン

ドを編み出しました
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■ exhibition ＆ performance 3

■ exhibition ＆ performance 4

■ exhibition ＆ performance 5
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�q�y�y�8�y�� 2023 年 8 月 26 日（土）～ 9 月 10 日（日）
�q�y�y	Ô�y�� 群馬県庁 32 階　YAMATOYA COFFEE32（前橋市）
�ž�y�y�5�� NPO 法人工房あかね

� �y�y�—�� 株式会社大和屋

�¦�Ö� �ï�Ä�ë�”�«�³�ã�¿�Ó�§
�Ô�y�y�Ì�y�� 2023 年 10 月 21 日（土）、22 日（日）
�q�y�y	Ô�y�� ルオムの森（吾妻郡長野原町）
�€�C
�
:�� 10 月 21 日：約 80 名　10 月 22 日：約 70 名

�¦�Å�å�Ü�±�”�«�ç�§
�Ô�y�y�Ì�y�� 2023 年 10 月 22 日（日）
�q�y�y	Ô�y�� ルオムの森（吾妻郡長野原町）
�€�C
�
:�� 約 50 名

�ž�y�y�5�� 有限会社きたもっく　ルオムの森
�'�h�á�æ�y�� NPO 法人あめんぼ　NPO 法人工房あかね
� �y�y�—�� スマイルビート

�¦�f�ß�•�à�Ê�ï�ž�”�Ä�2�§
�q�y�y�8�y�� 2023 年 12 月 1 日（金）～ 10 日（日）
�€�C
�
:�� 来館者多数

�¦�Å�å�Ü�±�”�«�ç�§
�Ô�y�y�Ì�y�� 2023 年 12 月 2 日（土）
�€�C
�
:�� 258 名

	��y�y�5�� ぐんまこどもの国児童会館（公益財団法人　群馬県児童健全育成事業団）
�ž�y�y�5�� 群馬県障害者芸術文化活動支援センターこ・ふぁん
�'�h�á�æ�y�� NPO 法人あめんぼ
� �y�y�—�� スマイルビート



支援センター HP

1716

情報収集と発信

障害に配慮した芸術文化活動に関連・関心ある人や組織に適切かつタイムリーな
情報が行き届くこと、障害のある人の芸術文化活動について地域の人びとの関心
が高まることを目指して、県内事業所等の実態把握・調査のほか、作家・作品の
発掘に努め、芸術文化活動についてのあらゆる情報を発信する拠点として機能し
ていきます。

　初年度は県内各地の障害者自立支援協議会、自治体
などを訪問し、協議会定例会等に出席、支援センター
活動内容の案内・広報活動を行い、情報収集・発信の
ための地盤づくりを進めてきた一年でした。今後、他
団体との連携事業にも積極的に取り組んでいきます。

　支援センター発足と同時にパンフレットを発行。主催
事業のチラシも随時作成し、県内関連機関・団体等への
配布を通して広報活動を行いました。また、ホームペー
ジを開設し、イベントのお知らせやセミナーの内容発信
なども行いました。今後は分かりやすく中身の濃い情報
発信源として機能するよう、コンテンツの充実や認知度
向上への工夫が課題です。

　県内各地の障害者芸術活動団体の調査や、個人作家・
作品の発掘に取り組みます。調査内容をデータベース
化し、今後の支援活動の礎にしていきます。
　初年度は手厚い取り組みには至りませんでしたが、
渋川市の社会福祉法人「恵の園」ベテルを訪問し、活
動内容などの聞き取りと活動現場の視察を行いました。
同施設では秀でた作品を製品化するにあたって、布に
印刷できる特殊なプリンターを導入し、Ｔシャツの制
作ほかイベント活動にも応用していることを知りまし
た。そこでこの取り組みを多くの人にも知ってもらお
うと、支援センター主催の人材育成セミナーにて事例
紹介が実現しました。

各 地 域 や 他 団 体 と の 連 携 と 情 報 収 集

障 害 者 芸 術 活 動 に 関 す る 調 査 ・ 発 掘

ホ ー ム ペ ー ジ の 開 設 と
各 イ ベ ン ト の 広 報 活 動

次の一歩にトライ！みんなＦＵＮ！ＦＡＮ！

●「こ・ふぁん」の発信から広がる学びの輪

「アートサ
ポーター研修」に参加

し、ワークショップや研
修で体験・学んだ事を事

業所で実践でき、作品に
もなり、みなさんにも喜ば

れました。

し、ワークショップや研

「GOOD 
JOB のつくり方」

セミナーで新たな製品
づくりのアイディアやヒ

ントを頂きました！

支援員さんの声

「Center of Person」をモットーに、戦後まもなくから地域に根付いてきたみどり市の「社会

福祉法人チハヤ会」。積極的にアートにも力を入れ、令和２年からはアート作品展「ＯＭＵＳＵＢＩ展」

を開催しています。

　地元の森林組合と提携したり、デザインユニットとのコラボによって新商品を開発したりと活発

に活動しており、今年度の支援センター主催・人材育成セミナー『知的財産権について』を受講し、

内容を支援者全体で共有したそうです。「これまで著作権や許諾、契約書等に詳しく取り組んでこな

かったので大変勉強になり、体制整備へのきっかけとなりました」と支援員さん。

　これからも「こ・ふぁん」は支援現場を支える情報や知識を伝えていきます。
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ネットワークの構築

障害のある人の芸術文化活動を支援する多様なネットワークづくりに努めます。福祉団体を中心

に文化芸術機関、医療、教育機関、美術関係者、社会的企業、ＮＰＯ団体、司法関係、地域、自

治体、民間企業、アーティストやクリエーターらと協働し、「こ・ふぁん」はあらゆる人やモノ・

コトをつなげるハブ（中核）となって、活動の輪を広げていきます。

　県内を中毛、西毛、吾妻、利根沼田、東毛の５つのエリアに分け、各エリアの特色を踏まえた芸
術文化活動を行えるようサテライト拠点を設置、より細かいネットワークを構築し、地域活動の土
台をつくります。

　より多くの人に芸術文化活動に触れて知っていただくため、そして支援のかたちをより多様化
するためにも、さらに多くの企業や団体等と連携し、協働の機会と場を増やしていく必要性を強
く感じています。
　今年度は、世界遺産「富岡製糸場」や総合情報発信＆研究施設「群馬県立世界遺産センター・
セカイト」、富岡市役所等を視察しました。施設の空間に実際に立ち、現地の方々のお話を聞きな
がら、さまざまな可能性を探りました。

　活動の輪は県内だけに留まることなく、積極的に心を同じくする県外の団体や人々とつながっ
ていきます。また、先達の活動や支援体制を学び、今後の群馬県での支援に生かし、役立ててい
こうと、今年度は南東北・北関東ブロック広域センター事業「他県への出稽古」として山形県酒
田市で開催された障害者アート展「いいいろいろいろ展」へ研修・視察してきました。
　この展示会の特徴は、酒田市文化政策課が主催し、障害福祉課、社会福祉協議会が連なり、酒
田市立美術館と山形県障害者芸術文化活動支援センターがキュレーターとして作品選定・展示を
支援、地元アートディレクターが映像制作等をサポート、各事業所作家も積極的に関わるという、

「ＡＬＬ酒田体制」で実施しているという点です。さまざまな立場の人が積極的に熱い心で関わっ
ている姿に感銘を受け、このスタイルが将来的に群馬にも取り入れられたらと夢が広がりました。

　芸術文化活動をあらゆる面からサポートしていくには、多種多様なつながりが非常に大切で
す。全体としてのつながり、活動地盤となる地域でのより近いつながり。これからも密接に連絡
を取り合い、情報を発信・共有していくためにさまざまな情報交換の場と機会をつくります。初
年度は全体の運営委員会ほか県央地域、吾妻地域でのミーティングを開催。多くの人に作品に触
れてもらうためのアイデアや作品展示の際の問題点、作品販売の事例などが話題に上りました。
今後は各エリアでの会合を活発に行い、地域ごとの連携強化を図っていきます。

地 域 色 を 生 か し た 運 営 を 目 指 し て 今 後 の 連 携 に 向 け て の 模 索

他 県 と も つ な が り 、 学 び 、 生 か す

全 体 で つ な が る ・ 地 域 で つ な が る

[5 つのエリア ]
中毛エリア
西毛エリア
吾妻エリア
利根沼田エリア
東毛エリア



□開設記念シンポジウム

「こ・ふぁん」の開設を記念して、令和５年８月 19 日、伊勢崎市の商業施設「スマーク伊勢崎」でシンポジウム
を開催しました。アートと福祉の現場で先駆的な実践を続けるＮＰＯ法人エイブル・アート・ジャパン代表理事
の柴崎由美子氏や、企業や行政、学校、障害者支援事業所との協働によりデザインを展開する（一社）シブヤフォ
ント共同代表の磯村歩氏らを迎え、「障害者芸術文化の可能性」をテーマにパネルディスカッションを行いました。
会場ではそのほか、ダウン症の天才書家・金澤翔子氏の“ 席上揮毫（きごう）”と金澤泰子氏の“ トークショー”、
渡良瀬特別支援学校＆つゆ草和太鼓愛好会による和太鼓演奏なども行われました。

■令和 5 年度の活動状況

令和 5 年		 4 月 13 日
		  17 日

5 月 18 日
23 日

6 月 19 日
20 日
21 日
27 日

7 月 7 日
13 日
18 日
20 日
25 日

8 月 4 日
6 日
8 日

19 日
26-27 日

26 日 -9 月 10 日
9 月 12-14 日

19 日
27 日
28 日

 10 月 12 日
13 日

21-22 日

11 月 21 日
30 日

12 月 1-10 日
2 日

14 日
20 日
21 日

令和 6 年	 1 月 23 日

知事記者会見　支援センター設置発表
支援センター開所
富岡自立支援協議会　定例会参加　支援センター PR
ぐんまアートネットワーク懇談会　群馬県青少年会館
県庁３２階　作品展示
知的財産研修開催　群馬県青少年会館
前橋市相談支援連絡協議会　定例会参加　支援センター PR
医療的ケア児等支援センター　作品展示　県立小児医療センター敷地内
伊勢崎市手をつなぐ育成会　総会参加　支援センター PR
みどり市地域自立支援協議会　定例会参加　支援センター PR
吾妻自立支援協議会　定例会参加　支援センター PR　嬬恋村
利根沼田自立支援協議会　定例会参加　支援センター PR 沼田振興局
第１回アートサポーター育成セミナー　群馬県青少年会館
群馬県障害者芸術文化活動支援センター愛称「こ・ふぁん」決定
レインボーアート事業参加　大泉町観光協会ビル日本海外協会主催
桐生市自立支援協議会　定例会参加　支援センター PR
支援センター設立記念シンポジウム　スマーク伊勢崎

「駅でペイントワークショップ」開催　JR 桐生駅
「アーツアンドカフェ /Arts &Cafe」開催　県庁３２階　大和屋
ナイスハートフェア作品展示　群馬県知的障害者福祉協会　県庁
高崎市相談支援連絡会議　定例会参加　支援センター PR
第２回アートサポーター育成セミナー　群馬県青少年会館
沼田市相談支援センター　利根沼田地区事業協議
安中市自立支援協議会　定例会参加　支援センター PR
太田市障害者支援協議会　定例会参加　支援センター PR

「森のペイントワークショップ」開催　北軽井沢ルオムの森
吾妻地区アートネットワーク懇親会開催
第３回アートサポーター養成セミナー　群馬県青少年会館
榛東村福祉係訪問　支援センター事業 PR
東毛地区ノンアート展　ぐんまこどもの国児童会館
東毛地区ノンアート展　ドラムサークル開催
県央地区アートネットワーク懇談会　道の駅まえばし赤城会議室
館林地区自立支援協議会　定例会参加　支援センター PR
渋川市自立支援協議会　　定例会参加　支援センター PR
第５回人材研修「GOOD JOB のつくり方」セミナー開催
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